
は
じ
め
に

気
管
支
ぜ
ん
息
が
文
献
に

現
れ
る
の
は
非
常
に
古
く
、

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
有
名
な
医

学
者
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
時
代

（
紀
元
前
４
０
０
年
頃
）
に

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
日

本
で
の
患
者
数
は
５
０
０
万

人
と
い
わ
れ
、
私
た
ち
に

と
っ
て
、
非
常
に
身
近
な
病

気
と
い
え
ま
す
。
日
本
で
は
、

現
在
で
も
１
年
間
に
約

２
、０
０
０
人
の
方
が
気
管

支
ぜ
ん
息
に
よ
っ
て
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
心
臓
の
病

気
で
の
死
亡
者
数
が
１４
万
人
、

脳
血
管
の
病
気
が
１０
万
人
、

が
ん
が
２９
万
人
と
、
こ
れ
ら

の
わ
が
国
で
の
主
要
な
死
因

と
比
較
す
る
と
、
気
管
支
ぜ

ん
息
で
の
年
間
死
亡
者
数
は

は
る
か
に
少
な
い
で
す
。
そ

の
た
め
、�
死
に
至
る
病
�

で
あ
る
と
い
う
実
感
が
わ
か

な
い
の
も
事
実
で
す
。
し
か

し
、
死
亡
者
数
と
し
て
は
、

世
界
的
に
み
て
も
わ
が
国
で

は
ま
だ
ま
だ
多
い
の
が
現
状

で
す
。

今
回
は
、
こ
の
気
管
支
ぜ

ん
息
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
さ
ま

の
理
解
の
一
助
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

気
管
支
ぜ
ん
息
と
は
？

気
管
支
ぜ
ん
息
は
、
空
気

の
通
り
道
で
あ
る
気
道
に
炎

症
を
持
っ
て
い
る
こ
と
（
気

道
の
慢
性
炎
症
）、
そ
の
た

め
に
気
道
が
健
常
者
に
比
べ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激
に
敏

感
に
な
っ
て
い
る
こ
と
（
気

道
過
敏
性
）、
そ
し
て
そ
の

結
果
、
気
道
が
狭
く
な
る
こ

と
（
気
道
狭
窄
・
気
流
制

限
）、
こ
れ
ら
３
つ
の
特
徴

を
持
っ
て
い
る
病
気
で
す

（
図
１
）。
気
道
に
浸
潤
し

た
リ
ン
パ
球
・
好
酸
球
・
好

中
球
・
肥
満
細
胞
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
炎
症
細
胞
と
（
図

２
）、
そ
れ
ら
の
細
胞
か
ら

放
出
さ
れ
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン

・
ケ
モ
カ
イ
ン
・
ロ
イ
コ
ト

リ
エ
ン
な
ど
の
化
学
物
質
が

気
道
の
炎
症
に
関
与
す
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
化

学
物
質
は
気
道
の
平
滑
筋
を

収
縮
さ
せ
、
血
管
よ
り
水
分

を
漏
出
さ
せ
る
の
で
、
そ
れ

に
よ
り
気
道
粘
膜
が
む
く
み
、

気
道
が
狭
く
な
り
ま
す
。
同

時
に
気
管
支
腺
の
過
形
成
を

起
こ
し
、
喀
痰
を
増
や
し
ま

す
。
そ
の
結
果
、
狭
く
な
っ

た
気
管
支
の
内
腔
に
喀
痰
な

ど
の
分
泌
物
が
つ
ま
り
、
息

を
吐
く
こ
と
が
出
来
な
く
な

り
、
咳
や
呼
吸
困
難
を
起
こ

し
ま
す
。
長
期
間
に
わ
た
り

気
管
支
ぜ
ん
息
を
持
つ
場
合

に
は
、
安
定
期
に
お
い
て
も

気
道
の
炎
症
は
存
在
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
気
道
上
皮

の
下
に
あ
る
基
底
膜
が
厚
く

な
り
、
基
底
膜
下
に
コ
ラ
ー

ゲ
ン
が
沈
着
し
平
滑
筋
も
常

に
肥
大
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
（
図
２
）。
そ
し
て
、
気

道
が
狭
く
な
っ
た
ま
ま
元
に

戻
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
状
態
を
気
道
の
リ

モ
デ
リ
ン
グ
（
再
構
築
）
と

呼
び
ま
す
。
リ
モ
デ
リ
ン
グ

が
起
こ
る
と
気
管
支
ぜ
ん
息

は
重
症
化
・
難
治
化
し
ま
す
。

１
�
症
状

繰
り
返
し
起
こ
る
咳
、
発

作
性
の
呼
吸
困
難
（
息
を
吸

う
よ
り
も
吐
く
ほ
う
が
苦
し

い
）、
胸
苦
し
さ
、
喘
鳴

（
息
を
吐
く
と
き
に
�
ゼ
ー

ゼ
ー
�、�
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
�

と
い
う
音
が
す
る
）、
痰
が

出
る
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。

１
日
の
う
ち
で
も
症
状
に
波

が
あ
る
こ
と
が
多
く
、
特
に

夜
間
や
早
朝
に
症
状
が
出
現

す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
ま

た
、
季
節
の
影
響
も
受
け
や

す
く
、
朝
晩
の
気
温
差
が
大

き
い
季
節
に
よ
く
出
現
し
ま

す
。
統
計
的
に
は
、
秋＞

春

＞

冬＞

季
節
の
変
わ
り
目
の

順
に
多
く
、
夏
は
少
な
い
と

い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

発
作
が
な
い
状
態
で
は
症
状

は
消
失
し
ま
す
が
、
重
症
ぜ

ん
息
で
は
常
に
症
状
が
存
在

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
発
作
が
重
篤
に
な
る

と
横
に
な
れ
な
く
な
り
、
会

話
も
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

２
�
気
管
支
ぜ
ん
息
の
危
険

因
子
（
表
）

気
管
支
ぜ
ん
息
の
危
険
因

子
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

個
体
因
子
と
環
境
因
子
が
複

雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
発
病
し

ま
す
。
個
体
因
子
の
う
ち
、

ア
ト
ピ
ー
素
因
と
は
ア
レ
ル

ゲ
ン
（
ア
レ
ル
ギ
ー
を
生
じ

る
物
質
）
に
反
応
し
て
Ｉ
ｇ

Ｅ
抗
体
を
産
生
し
や
す
い
素

因
が
あ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

危
険
因
子
の
な
か
で
も
っ
と

も
強
力
な
因
子
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
性
別
で

は
、
小
児
ぜ
ん
息
は
男
児
に

多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
成
人

ぜ
ん
息
は
女
性
に
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

環
境
因
子
で
す
が
、
気
管

支
ぜ
ん
息
の
発
病
に
関
わ
る

ア
レ
ル
ゲ
ン
で
最
も
重
要
な

も
の
は
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
、
ダ

ニ
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
カ

ビ
類
、
花
粉
、
ゴ
キ
ブ
リ
な

ど
の
昆
虫
、
ペ
ッ
ト
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
解
熱
鎮
痛

剤
と
し
て
、
よ
く
使
用
さ
れ

る
ア
ス
ピ
リ
ン
な
ど
の
非
ス

テ
ロ
イ
ド
系
抗
炎
症
薬
（
Ｎ

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
）
に
よ
っ
て
重

篤
な
気
管
支
ぜ
ん
息
発
作
が

引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
ア
ス
ピ
リ
ン
ぜ
ん
息
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
成
人
ぜ

ん
息
の
約
１
割
に
み
ら
れ
ま

す
。環

境
因
子
と
し
て
最
近
注

目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
喫
煙
、

そ
し
て
大
気
汚
染
物
質
で
す
。

現
在
話
題
の
Ｐ
Ｍ
２
・
５

（
直
径
２
・
５
μ
ｍ
以
下
の

超
微
粒
子
）
の
う
ち
、
特
に

自
動
車
の
排
気
ガ
ス
に
含
ま

れ
て
い
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン

ジ
ン
由
来
の
微
粒
子
（
直
径

０
・
１
〜
０
・
３
μ
ｍ
）
が

気
管
支
ぜ
ん
息
の
発
病
に
関

与
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
運
動
や
ア
ル
コ
ー

ル
、
ス
ト
レ
ス
で
も
気
管
支

ぜ
ん
息
の
症
状
が
悪
化
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

気
管
支
ぜ
ん
息
の
治
療

気
管
支
ぜ
ん
息
の
治
療
薬

は
、
長
期
管
理
の
た
め
に
継

続
的
に
使
用
す
る
長
期
管
理

薬
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
）
と
、

気
管
支
ぜ
ん
息
の
発
作
を
抑

え
る
た
め
に
短
期
的
に
使
用

す
る
発
作
治
療
薬
（
レ
リ
ー

バ
ー
）
の
２
群
に
大
き
く
分

け
ら
れ
ま
す
。
同
じ
薬
剤
で

も
、
投
与
方
法
に
よ
り
ど
ち

ら
の
目
的
で
も
使
用
さ
れ
ま

す
。
今
回
は
、
長
期
管
理
の

治
療
薬
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

気
管
支
ぜ
ん
息
の
本
態
が

気
道
の
慢
性
炎
症
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
強
力
な
抗
炎
症
作

用
を
も
つ
吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド

薬（
商
品
名：

フ
ル
タ
イ
ド
�

、

パ
ル
ミ
コ
ー
ト
�

、
ア
ズ
マ

ネ
ッ
ク
ス
�

、
キ
ュ
バ
ー
ル
�

、

オ
ル
ベ
ス
コ
�

）
が
、
軽
症

か
ら
重
症
に
至
る
気
管
支
ぜ

ん
息
の
患
者
さ
ま
に
広
く
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

気
管
支
ぜ
ん
息
治
療
の
第
一

選
択
薬
で
あ
り
、
か
つ
最
も

効
果
が
あ
り
、
経
口
ス
テ
ロ

イ
ド
薬
と
比
較
し
て
全
身
的

な
副
作
用
が
少
な
い
の
が
特

徴
で
す
。
経
口
ス
テ
ロ
イ
ド

薬（
商
品
名：

プ
レ
ド
ニ
ン
�

な
ど
）
は
、
重
症
ぜ
ん
息
に

お
い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
他
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
と
し
て
、
気
管

支
拡
張
作
用
を
有
す
る
吸
入

薬
（
商
品
名：

セ
レ
ベ
ン

ト
�

）
・
貼
付
薬
（
商
品

名：

ホ
ク
ナ
リ
ン
テ
ー
プ
�

）

・
経
口
薬
（
商
品
名：

ス
ピ

ロ
ペ
ン
ト
�

な
ど
）
等
の
長

時
間
作
用
性
β
２
刺
激
薬
や
、

テ
オ
フ
ィ
リ
ン
徐
放
製
剤

（
商
品
名：

テ
オ
ド
ー
ル
�

、

テ
オ
ロ
ン
グ
�

な
ど
）、
ロ
イ

コ
ト
リ
エ
ン
受
容
体
拮
抗
薬

（
商
品
名：

キ
プ
レ
ス
�

、

オ
ノ
ン
�

な
ど
）
や
そ
の
他

の
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
、
吸
入

抗
コ
リ
ン
薬
（
商
品
名：

テ

ル
シ
ガ
ン
�

な
ど
）、
抗
Ｉ
ｇ

Ｅ
抗
体
（
商
品
名：

ゾ
レ

ア
�

）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
も
お
話
し
た
よ
う
に
、

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
が
基
礎

に
な
る
治
療
薬
で
す
が
、
吸

入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
み
で
効

果
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
に

は
、
他
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

を
１
剤
、
あ
る
い
は
複
数
併

用
し
ま
す
。
最
近
で
は
、
吸

入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
と
吸
入
長

時
間
作
用
性
β
２
刺
激
薬
と

の
配
合
剤
も
使
用
さ
れ
て
い

ま
す（
商
品
名：

ア
ド
エ
ア
�

、

シ
ム
ビ
コ
ー
ト
�

）。
治
療
に

よ
り
、
症
状
・
増
悪
が
な
く
、

運
動
を
含
め
、
健
常
人
と
変

わ
ら
な
い
日
常
生
活
が
送
れ

る
状
態
に
持
ち
込
む
こ
と
が

最
大
の
目
標
で
す
。

お
わ
り
に

以
上
、
気
管
支
ぜ
ん
息
に

つ
い
て
、
紙
面
の
都
合
上
、

要
点
を
中
心
に
お
話
し
し
ま

し
た
。

気
管
支
ぜ
ん
息
で
お
悩
み

の
方
は
、
ど
う
ぞ
当
院
呼
吸

器
内
科
に
て
、
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

気
管
支
ぜ
ん
息

〜
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
時
代
か
ら
あ
る
病
気
〜
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当
院
で
は
、
平
成
１５
年
以

来
、
年
に
２
回
、
全
て
の
ご

利
用
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
今
回
で
２１
回

を
迎
え
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
み
な
さ
ま
の
率

直
な
声
を
お
聞
き
し
て
、
よ

り
よ
い
病
院
を
つ
く
る
た
め

の
も
の
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
は
、
病
院
と
し
て
真

摯
に
受
け
止
め
、
ご
期
待
に

そ
え
る
よ
う
病
院
運
営
に
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

患
者
満
足
度
調
査（
第
２１
回
）

【
実
施
日
】

平
成
２５
年
７
月
２６
日（
金
）

【
対
象
の
方
】

・
外
来：

調
査
日
に
診
察
を
受
け
る

外
来
患
者
さ
ん
全
員
（
救
急

等
の
重
症
患
者
を
除
く
）

・
入
院：

実
施
日
に
入
院
さ
れ
て
い

る
患
者
さ
ん
全
員

※
外
来
、
入
院
と
も
患
者
さ

ん
本
人
に
よ
る
記
載
が
難

し
い
場
合
は
、
家
族
等
に

よ
る
記
載
も
可
能
と
し
ま

し
た
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
配
布
方
法
】

・
外
来：

患
者
さ
ん
に
交
付
す
る

フ
ァ
イ
ル
に
事
前
に
組
み
入

れ
て
配
布
し
ま
し
た
。

・
入
院：

各
病
棟
の
看
護
師
か
ら
患

者
さ
ん
へ
手
渡
し
し
ま
し
た
。

【
回
収
方
法
】

・
外
来：

診
療
棟
１
階
・
２
階
に
記

入
台
・
回
収
箱
を
設
置
し
即

日
回
収
し
ま
し
た
。

・
入
院：

７
月
２６
日（
金
）〜
８
月
２

日（
金
）に
、
各
病
棟
の
面
会

コ
ー
ナ
ー
に
設
置
す
る
回
収

箱
に
投
函
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
（
投
函
が
困
難
な
場
合

は
、
看
護
職
員
が
対
応
し
ま

し
た
）。

【
回
収
率
】

・
外
来：

５５
・
８
％

・
入
院：

６６
・
１
％

【
回
答
し
て
い
た
だ
い
た
患

者
さ
ん
の
特
徴
】

・
外
来：

平
均
年
齢

５７
・
４８
歳

性
別

男
性（
５６
・
２
％
）、

女
性（
４１
・
１
％
）

・
入
院：

平
均
年
齢

６３
・
５７
歳

性
別

男
性（
５８
・
３
％
）、

女
性（
３８
・
９
％
）

平
均
入
院
（
予
定
）
期
間

２６
・
１
日

個
室
に
入
院
し
た
方
の
割
合

１４
・
２
％

【
満
足
度
の
測
定
方
法
】

ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
ご
と

に
、
回
答
内
容
を
「
満
足
」

＝

５
点
、「
ほ
ぼ
満
足
」＝

４
点
、「
ふ
つ
う
」＝

３
点
、

「
や
や
不
満
」＝

２
点
、

「
不
満
」＝
１
点
と
し
て
換

算
し
、
平
均
点
を
算
出
し
ま

し
た
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
】

・
外
来：

表
１
の
と
お
り
。

・
入
院：

表
２
の
と
お
り
。

患
者
満
足
度
調
査
（
第
２１
回
）
の
実
施

表１
平均値

３．７８

３．９７

３．７５

３．８６

３．７０

３．４４

３．３３

３．５５

３．６８

４．０８

３．８３

３．７７

４．０１

４．０５

３．１７

３．８５

３．８９

３．１４

３．７４

３．９７

４．１３

４．２０

３．９７

３．９０

３．９８

４．０１

３．９３

３．８８

３．９６

３．９５

３．９０

３．７８

３．７５

３．８５

３．９５

３．８８

３．８５

３．６６

３．５７

３．７５

３．９９

３．９１

４．０１

４．０６

３．７６

３．６０

３．７２

３．９６

３．９７

３．９６

３．９５

４．０１

３．９８

３．８３

４．０５

４．０７

４．１４

３．４９

４．７３

４．３４

４．１３

３．８９

【質問項目】

◆施設・設備に関して

１ 診察室・検査室・トイレなどの院内の案内表示は、分かりやすいものでしたか？

２ 院内の掲示は、受診時に必要な情報が提供されていると思われますか？

３ トイレは清潔で使いやすいですか？

４ 売店の印象はいかがでしたか？

５ 一般食堂、喫茶店の印象はいかがでしたか？

ａ 食堂（ポールライト）、喫茶（紅茶の国）の印象はいかがでしたか？

ｂ コーヒーショップ（カフェ・ド・クリエ）の印象はいかがでしたか？

６ 院内の設定温度に満足されましたか？

７ 院内の清掃はいきとどいていましたか？

８ 診療科前の待合場所の広さや椅子の数は、適切ですか？

◆受付及び会計窓口について

１ 来院されたときの受付職員の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

２ 自動受付機に診療カードを通された方にお尋ねします。機械の操作はわかりやすいですか？

３ 会計の待ち時間の長さはいかがでしたか？

４ 診療費を支払われたときの会計の職員の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

◆医師の診察について

１ 診察までの待ち時間の長さはいかがでしたか？

２ 医師の診察時間はいかがでしたか？

３ 病状に対して適切に対応していましたか？

４ 医師の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

５ 医師に信頼感が持てましたか？

６ 患者さまのさまざまな悩みや相談に対する適切な対応ができていましたか？

７ 医師から看護師への連絡は取れていましたか？

８ 患者さまのプライバシーの保護に関してはいかがでしたか？

９ 検査結果や病状、治療内容などについての説明に満足されましたか？

１０ お薬の飲み方や注意事項に関する説明に満足されましたか？

◆看護職員の対応について

１ 話やすい雰囲気をもっていましたか？

２ 患者さまが頼んだことに対して確実に対応できていましたか？

３ 看護職員の説明に納得（満足）されましたか？

４ 患者さまのさまざまな悩みや相談に対する適切な対応ができていましたか？

５ 看護職員同士の連絡は取れていましたか？

６ 看護職員と医師との連絡は取れていましたか？

７ 看護職員の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

８ 患者さまのプライバシーの保護に関してはいかがでしたか？

９ 看護職員は痛みや苦痛があることを理解して対応していましたか？

◆検査、リハビリ等について

１ 院内でお薬を処方された方にお尋ねします。

ａ 薬が処方されるまでの待ち時間の長さはいかがでしたか？

ｂ 薬剤師の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

２ 画像検査（レントゲン、CT、MRI 等）を受けられた方にお尋ねします。

ａ 検査までの待ち時間の長さはいかがでしたか？

ｂ 放射線技師の検査部位に対する確認は十分でしたか？

ｃ 検査中の技師の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

３ 検体検査（血液検査（採血）、尿検査など）を受けられた方にお尋ねします。

ａ 検査までの待ち時間の長さはいかがでしたか？

ｂ 検査に関する説明は十分でしたか？

ｃ 検査中の看護師・検査技師の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

４ 生理機能検査（心電図、肺機能等）を受けられた方にお尋ねします。

ａ 検査までの待ち時間の長さはいかがでしたか？

ｂ 検査技師の検査に関する説明は十分でしたか？

ｃ 検査中の技師の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

５ リハビリテーション（理学・作業・言語療法）を受けられた方にお尋ねします。

ａ 診察までの待ち時間の長さはいかがでしたか？

ｂ 職員の訓練に関する説明は十分でしたか？

ｃ その時の職員の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

◆予約に関して

診察の予約は適切に取れましたか？

◆ホームページに関して

当院のホームページをご覧になった方にお尋ねします。情報提供の内容は十分でしたか？

◆全般的なことに関して

１ 今後も当院を利用したいと思われますか？

２ 当院を他の方に紹介したいと思われますか？

３ この病院について総合的にはどう思われますか？

全平均（満足度）

表２
平均値

３．８１

３．９２

３．７４

４．２２

３．７９

３．６５

―

３．７３

３．８１

３．７２

３．６２

３．５７

３．６７

３．９２
３．８１

３．５７

４．１７

４．０３

４．３１

４．３２

４．１３

４．３３

４．３８

４．５０

４．２７

４．２７

４．３７

４．２５

４．４０

４．２４

４．４２

４．２９

４．２２

４．２６

４．０８

４．２９

４．３６

４．３２

４．２３

３．９９

４．２２

４．１２

４．２１

４．２７

４．３５

４．２５

４．３４

４．２７

４．４１

４．１６

４．１１

４．２０

４．１６

４．１４

４．１９

４．２９

４．２６

４．３１

４．２１

４．２０

４．２３

４．４５

４．３９

４．５１

３．６０

３．４７

３．３７

３．８３

３．７１

３．６０

３．７４

４．７７

４．５８

４．３９

４．１０

【質問項目】

◆施設・入院生活に関して

１ トイレ及び洗面所は清潔で使いやすいですか？

２ 病棟及び病室の設定温度に満足されましたか？

３ 病棟及び病室の清掃はいきとどいてますか？

４ 病棟及び病室内の静かさはいかがですか？

５ 病室の設備（テレビ、ロッカー、カーテン等）に満足されましたか？

６ 入浴・シャワーを利用された方にお尋ねします。

ａ 入浴・シャワーの設備に満足されましたか？

ｂ 入浴・シャワーの回数に満足されましたか？

７ 売店の印象はいかがですか？

８ 飲食施設についてお尋ねします。

ａ 食堂（ポールライト）、喫茶（紅茶の国）の印象はいかがでしたか？

ｂ コーヒーショップ（カフェ・ド・クリエ）の印象はいかがでしたか？

９ 家族等の面会時間は適切ですか？

１０ パジャマ・タオル類のレンタルをご利用の方にお尋ねします。着心地・料金・交換等、レンタル制度に満足

されましたか？

１１ 個室をご利用の方にお尋ねします。設備・個室料金等に満足されましたか？

◆入退院について

１ 入院時にお渡しした「入院のしおり」の内容や入院生活に関する説明に満足されましたか？

２ 受付職員の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみはいかがですか？

◆医師について

１ 医師の回診時間は適切ですか？

２ 病状に対して適切に対応していますか？

３ 医師による治療経過や手術内容などの説明に納得（満足）されましたか？

４ 担当医に信頼感が持てますか？

５ 患者さまのさまざまな悩みや相談に対する適切な対応ができていますか？

６ 医師から看護師への連絡は取れていますか？

７ 医師の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

８ 患者さまのプライバシーの保護に関してはいかがですか？

９ 退院後に関する説明に満足されましたか？

◆看護職員について

１ 話し易い雰囲気をもっていますか？

２ 患者さまが頼んだことに対して確実に対応していますか？

３ 患者さまのさまざまな悩みや相談に対する適切な対応ができていますか？

４ 看護職員の説明に納得（満足）されましたか？

５ 看護職員同士の連絡は取れていますか？

６ 看護職員から医師への連絡は取れていますか？

７ 看護職員の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

８ 患者さまのプライバシーの保護に関してはいかがでしたか？

９ ナースコールを押されてから看護職員が来るまでの時間はいかがですか？

１０ 採血を受けられた方にお尋ねします。看護職員の採血の技術に満足されましたか？

１１ 看護職員の介助で身体を移動された方にお尋ねします。その時の手際のよさはいかがでしたか？

１２ シーツ交換を受けられた方にお尋ねします。シーツが汚れたときにすぐに交換しましたか？

１３ 看護職員に身体を拭いてもらった方にお尋ねします。その時の拭き方やお湯の温度に満足されましたか？

１４ 寝巻き（パジャマ）の交換をされた方にお尋ねします。その時の手際のよさはいかがでしたか？

１５ 排泄時の介助を受けられた方にお尋ねします。その時の介助は手早く確実にできていましたか？

◆その他の職員に関して

１ 薬剤師の説明を受けられた方にお尋ねします。

ａ お薬の飲み方や効能などについての説明に納得（満足）されましたか？

ｂ 薬剤師の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

２ 画像検査（レントゲン、CT、MRI 等）を受けられた方にお尋ねします。

ａ 放射線技師の検査に関する説明は十分でしたか？

ｂ 検査中の技師の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

３ 生理機能検査（心電図、肺機能等）を受けられた方にお尋ねします。

ａ 検査技師の検査に関する説明は十分でしたか？

ｂ その時の職員の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

４ 栄養指導を受けられた方にお尋ねします。

ａ 栄養士の説明は十分でしたか？

ｂ その時の栄養士の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

５ 医療相談室を利用された方にお尋ねします。

ａ 相談内容に対しての説明に満足されましたか？

ｂ その時の職員の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

６ リハビリテーション（理学・作業・言語療法）を受けられた方にお尋ねします。

ａ 訓練内容に関する説明は十分でしたか？

ｂ その時の職員の応対（言葉づかい、態度）、身だしなみに満足されましたか？

◆食事について

１ 食事のメニューに満足されましたか？

２ 食事の味に満足されましたか？

３ 食事の温度は適切ですか？

４ 配膳時間はいかがですか？

５ 食事の量に満足されましたか？

◆ホームページに関して

当院のホームページをご覧になった方にお尋ねします。情報提供の内容は十分でしたか？

◆全般的なことに関して

１ 今後も当院を利用したいと思われますか？

２ 当院を他の方に紹介したいと思われますか？

３ この病院について総合的にはどう思われますか？

全平均（満足度）

第１１０号（２）平成２５年１０月１日



１

は
じ
め
に

禁
煙
を
決
意
し
て
も
、
一

年
以
上
継
続
す
る
こ
と
は
難

し
い
こ
と
で
す
。
喫
煙
者
の

６０
％
が
タ
バ
コ
を
や
め
た
り
、

減
ら
し
た
い
と
望
み
な
が
ら
、

い
ざ
禁
煙
を
行
っ
た
半
数
は

半
年
以
内
に
再
開
し
、
一
年

後
も
禁
煙
を
継
続
し
て
い
る

の
は
、
わ
ず
か
１０
％
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
ぜ
タ
バ
コ
を

や
め
ら
れ
な
い
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
タ
バ
コ
を
や
め
ら
れ

る
の
か
を
一
緒
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２

タ
バ
コ
の
有
害
性
と
喫

煙
者
の
苦
境

呼
吸
器
内
科
は
タ
バ
コ
の

健
康
被
害
を
最
も
感
じ
る
診

療
科
で
す
。
タ
バ
コ
が
原
因

で
あ
る
代
表
的
病
気
に
慢
性

閉
塞
性
肺
疾
患（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
病
気
の

方
は
タ
バ
コ
の
煙
に
よ
り
肺

の
細
か
な
構
造
が
破
壊
さ
れ
、

浅
い
呼
吸
し
か
で
き
ず
、
息

苦
し
さ
が
生
じ
、
年
齢
と
と

も
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

重
症
と
な
る
と
数
歩
歩
く
の

も
、
酸
素
を
吸
い
な
が
ら
、

喘
ぎ
な
が
ら
、
休
み
な
が
ら

で
、
心
臓
は
早
鐘
の
よ
う
に

打
ち
、
健
康
な
人
が
溺
れ
か

け
の
状
態
に
相
当
す
る
苦
し

み
を
味
わ
い
な
が
ら
、
わ
ず

か
数
歩
を
歩
い
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
苦
し
み
は
１
日
２０

本
以
上
、
２０
年
以
上
吸
っ
て

き
た
タ
バ
コ
の
代
償
な
の
で

す
。
他
に
肺
が
ん
、
食
道
が

ん
、
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
な

ど
多
く
の
重
大
な
病
気
の
原

因
に
タ
バ
コ
は
な
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
家
族
・
周
囲
の

人
に
も
受
動
喫
煙
を
介
し
健

康
被
害
を
も
た
ら
し
、
タ
バ

コ
の
購
入
に
よ
る
経
済
的
損

失
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
分

煙
化
の
浸
透
か
ら
喫
煙
者
に

と
っ
て
喫
煙
場
所
の
確
保
も

大
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
職
場
で
周
囲
の
冷
や

や
か
な
視
線
を
感
じ
な
が
ら
、

悪
事
で
も
行
っ
て
い
る
か
の

よ
う
な
気
分
で
タ
バ
コ
を

吸
っ
て
い
る
状
況
と
思
い
ま

す
。
喫
煙
者
は
タ
バ
コ
に
よ

り
健
康
・
経
済
的
問
題
を
抱

え
込
み
、
家
族
や
社
会
か
ら

は
禁
煙
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
、

苦
境
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
多
く
の
喫
煙
者
は
タ
バ
コ

を
吸
い
続
け
ま
す
。
カ
ゼ
を

ひ
き
咳
を
し
な
が
ら
で
も
、

タ
バ
コ
を
律
儀
に
吸
い
続
け

ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

３

ニ
コ
チ
ン
依
存

喫
煙
者
が
タ
バ
コ
を
や
め

ら
れ
な
い
の
は
タ
バ
コ
の
主

成
分
で
あ
る
ニ
コ
チ
ン
へ
の

依
存
の
た
め
で
す
。

ニ
コ
チ
ン
は
コ
カ
イ
ン
や

大
麻
よ
り
も
依
存
性
（
自
ら

の
意
志
で
や
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
）
の
高
い
薬
物
で
す
。

ニ
コ
チ
ン
が
欠
乏
す
る
と
イ

ラ
イ
ラ
感
が
生
じ
、
そ
れ
を

抑
え
る
た
め
に
ニ
コ
チ
ン
を

摂
取
す
る
。
す
る
と
イ
ラ
イ

ラ
感
が
消
え
る
ば
か
り
で
な

く
、
満
足
感
が
得
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
が
タ
バ
コ
に
対
す
る
身

体
的
、
精
神
的
依
存
を
作
り

出
し
て
い
き
ま
す
。
身
体
的

依
存
（
起
床
時
の
喫
煙
の
よ

う
に
体
内
の
ニ
コ
チ
ン
濃
度

低
下
に
よ
る
喫
煙
）
は
禁
煙

に
よ
り
３
週
間
ほ
ど
で
消
失

し
ま
す
が
、
心
理
的
依
存

（
食
後
、
飲
酒
時
の
喫
煙
な

ど
ニ
コ
チ
ン
の
濃
度
低
下
と

関
連
し
な
い
習
慣
と
な
っ
た

喫
煙
）
は
数
年
後
も
継
続
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
禁
煙
か

ら
１
、
２
年
後
に
飲
酒
の
際
、

同
伴
者
か
ら
も
ら
っ
た
一
本

を
き
っ
か
け
に
喫
煙
が
再
開

す
る
こ
と
も
時
に
あ
り
ま
す
。

タ
バ
コ
を
吸
う
大
き
な
理

由
に
気
持
ち
が
落
ち
着
く
、

ス
ト
レ
ス
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
ニ
コ
チ
ン
が

欠
乏
し
て
生
じ
る
イ
ラ
イ
ラ

感
を
タ
バ
コ
を
吸
う
こ
と
で

ニ
コ
チ
ン
が
補
給
さ
れ
、
満

足
感
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
は

ニ
コ
チ
ン
依
存
の
状
態
で
な

け
れ
ば
起
こ
ら
ず
、
タ
バ
コ

を
吸
っ
た
こ
と
の
な
い
人
が

食
後
や
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
る
時
に
一
服
し
て
も
、
美

味
し
く
も
、
な
ん
の
満
足
感

も
得
ら
れ
ず
、
不
快
な
だ
け

で
す
。
つ
ま
り
タ
バ
コ
の
利

点
と
思
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、

タ
バ
コ
が
作
り
出
し
た
ニ
コ

チ
ン
欠
乏
の
症
状
を
、
タ
バ

コ
が
癒
す
と
い
う
も
の
で
、

喫
煙
者
は
タ
バ
コ
の
仕
組
ん

だ
罠
に
陥
り
、
そ
こ
か
ら
抜

け
出
せ
な
く
な
っ
て
い
る
の

で
す
。
そ
れ
が
無
害
、
無
償

で
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な

い
行
為
な
ら
、
問
題
な
い
の

で
す
が
、
そ
の
逆
の
た
め
問

題
と
な
っ
て
い
る
訳
で
す
。

４

禁
煙
方
法

も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
述
べ
た
タ
バ
コ
の

有
害
性
と
タ
バ
コ
の
持
つ
依

存
性
に
気
づ
き
、
喫
煙
に
は

何
も
良
い
点
が
な
く
、
有
害

で
他
人
に
迷
惑
な
行
為
で
あ

る
こ
と
を
し
っ
か
り
意
識
す

る
こ
と
で
す
。
喫
煙
者
の
皆

さ
ん
、
思
い
出
し
て
下
さ
い
。

あ
な
た
は
タ
バ
コ
を
吸
い
始

め
る
前
、
不
幸
で
、
不
満
足

で
し
た
か
？

そ
う
で
は
な

い
は
ず
で
す
。
あ
な
た
の
子

供
に
喫
煙
の
利
点
を
挙
げ
、

勧
め
ま
す
か
？

そ
ん
な
こ

と
は
し
な
い
は
ず
で
す
。
喫

煙
の
利
点
と
思
っ
て
い
る
こ

と
は
喫
煙
自
体
が
生
み
出
し

た
幻
影
で
、
失
う
こ
と
は
何

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

禁
煙
す
る
こ
と
は
つ
ら
く
て
、

我
慢
の
い
る
苦
行
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
食
事
も
美
味
し
く

な
り
、
咳
・
痰
も
消
え
、
喫

煙
で
費
や
し
て
い
た
時
間
、

お
金
も
戻
っ
て
く
る
素
晴
ら

し
い
行
為
で
あ
る
と
前
向
き

に
捉
え
て
く
だ
さ
い
。

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

少
し
加
え
ま
す
。

１

禁
煙
日
を
決
め
、
最
後

の
一
本
を
決
別
の
気
持
ち

で
吸
う
。

２

タ
バ
コ
、
灰
皿
、
ラ
イ

タ
ー
な
ど
を
処
分
す
る
。

３

パ
チ
ン
コ
店
や
居
酒
屋

な
ど
喫
煙
機
会
を
避
け
る
。

４

本
数
を
減
ら
す
の
で
は

な
く
、
完
全
に
止
め
る
。

一
本
吸
う
こ
と
で
元
の
状

態
に
容
易
に
元
に
戻
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

５

喫
煙
習
慣
別
に
代
替
行

為
を
持
つ
。
一
例
と
し
て

は
食
後
は
タ
バ
コ
で
な
く
、

お
茶
を
楽
し
む
。
朝
起
床

後
、
す
み
や
か
に
洗
面
を

行
う
。
口
寂
し
さ
を
ガ
ム

や
飴
で
紛
ら
わ
す
。
ス
ト

レ
ス
を
強
く
感
じ
た
時
は

体
操
な
ど
体
を
動
か
し
て

み
る
、
な
ど
で
す
。

６

タ
バ
コ
を
や
め
た
こ
と

で
生
じ
た
時
間
、
お
金
で

こ
れ
ま
で
我
慢
し
て
い
た

何
か
身
の
回
り
の
も
の
を

購
入
し
た
り
、
習
い
事
を

始
め
て
、
禁
煙
を
き
っ
か

け
に
生
活
が
豊
か
に
な
っ

た
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ

う
に
す
る
の
も
良
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

医
療
的
支
援
と
し
て
、
ニ

コ
チ
ン
代
替
の
薬
品
が
あ
り

ま
す
。
上
記
で
も
上
手
く
禁

煙
で
き
な
い
方
、
特
に
身
体

的
依
存
の
強
い
方
は
試
し
て

み
る
価
値
が
あ
り
ま
す
。
呼

吸
器
内
科
を
受
診
し
、
ご
相

談
下
さ
い
。
但
し
、
魔
法
の

薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
過

度
な
期
待
は
禁
物
で
す
。

５

最
後
に

タ
バ
コ
と
縁
を
切
り
、
き

れ
い
な
空
気
を
胸
一
杯
吸
い

込
み
ま
し
ょ
う
。
体
の
重
み

が
、
空
の
色
が
、
吹
く
風
の

心
地
良
さ
が
変
わ
っ
て
く
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

禁
煙
七
年
目
の
医
師
よ
り
。

禁
煙
の
す
す
め

前
回
は
、「
気
難
し
い
性

格
」
の
方
に
対
し
て
は
、
た

と
え
、
そ
の
方
が
ど
う
行
動

し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
く

な
り
、
切
羽
詰
ま
っ
た
状
態

に
な
っ
て
い
る
時
で
も
、

「
こ
う
し
な
さ
い
」
と
、
具

体
的
に
指
示
を
出
さ
な
い
方

が
良
い
と
書
き
ま
し
た
。
選

択
肢
は
色
々
あ
る
と
教
え
る

の
は
良
い
の
で
す
が
、
そ
の

中
か
ら
ど
れ
を
選
ぶ
か
は
本

人
に
決
め
さ
せ
る
の
が
良
い

の
で
す
。
正
確
な
情
報
を
与

え
る
が
、
判
断
・
決
定
は
本

人
に
任
せ
、
最
終
的
に
は
本

人
の
意
志
決
定
・
行
動
に
責

任
を
取
ら
せ
る
こ
と
が
重
要

な
の
で
す
。

私
自
身
も
そ
の
ひ
と
り
で

す
が
、「
気
難
し
い
性
格
」

の
方
も
本
当
に
困
り
果
て
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
欲
し
い
時
が

稀
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う

時
に
は
具
体
的
に
指
示
し
て

欲
し
い
の
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
で
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス

の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
ア
ド
バ
イ

ス
の
内
容
に
よ
っ
て
は
ひ
ね

く
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、
な

ん
と
も
扱
い
に
く
い
性
格
な

の
で
す
。

以
前
、
プ
ロ
野
球
に
、
人

の
指
示
と
逆
の
こ
と
を
す
る

ひ
ね
く
れ
た
選
手
が
い
ま
し

た
。
そ
の
あ
だ
名
が
「
山
川

さ
ん
」
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

つ
ま
り
、
人
が
「
山
」
と
言

え
ば
、
本
人
は
「
川
」
と
言

い
、「
川
」
と
言
え
ば
「
山
」

と
言
う
、
あ
ま
の
じ
ゃ
く
な

人
と
い
う
こ
と
か
ら
つ
い
た

あ
だ
名
な
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
選
手
に
対
し
て
、
知

将
と
言
わ
れ
た
当
時
の
監
督

は
、
バ
ン
ト
を
さ
せ
た
い
時

に
は
、「
打
て
」
の
サ
イ
ン

を
出
し
、
打
た
せ
た
い
時
に

は
、「
バ
ン
ト
」
の
サ
イ
ン

を
出
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
監
督
は
自

分
の
思
惑
通
り
に
試
合
を
進

め
て
い
た
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
い
う
話

を
す
る
と
、「
判
断
・
決
定

は
本
人
に
任
せ
、
最
終
的
に

は
本
人
の
意
志
決
定
・
行
動

に
責
任
を
取
ら
せ
る
と
い
う

接
し
方
が
良
い
の
は
わ
か
っ

た
。
し
か
し
、
本
人
が
明
ら

か
に
ま
ず
い
選
択
を
し
そ
う

に
な
っ
た
時
に
は
、
そ
れ
を

見
過
ご
し
て
良
い
の
か
。
そ

う
い
う
時
に
は
ど
う
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
の
が
良
い
の

か
？
」
と
い
う
質
問
を
寄
せ

ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。

私
は
、「
気
難
し
い
性
格
」

の
方
が
、
ま
ず
い
選
択
を
し

そ
う
に
な
っ
た
時
に
も
、

「
そ
れ
は
ダ
メ
」
と
は
っ
き

り
口
に
出
す
こ
と
は
し
ま
せ

ん
。
言
葉
に
は
し
ま
せ
ん
が
、

相
槌
を
打
つ
の
を
少
し
遅
ら

せ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
首
を
傾

け
た
り
す
る
な
ど
、
目
立
た

な
い
程
度
の
動
作
で
、
賛
成

で
き
な
い
と
い
う
意
思
表
示

を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

得
て
し
て
、「
気
難
し
い

性
格
」
の
方
は
、
他
人
の
言

動
に
非
常
に
敏
感
な
の
で
、

こ
ち
ら
の
い
つ
も
と
は
違
う
、

ち
ょ
っ
と
し
た
動
作
を
み
て
、

「
そ
う
か
、
先
生
は
は
っ
き

り
ダ
メ
と
は
言
わ
な
い
が
、

ど
う
も
ダ
メ
と
思
っ
て
い
る

よ
う
だ
」
と
、
こ
ち
ら
の
意

向
が
伝
わ
り
、
本
人
が
こ
ち

ら
の
意
に
沿
っ
た
行
動
を
と

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

平
成
２４
年
５
月
１１
日
に
病

院
１
階
の
ロ
ビ
ー
で
、「
看

護
の
日
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
が

あ
り
、
私
が
２
曲
歌
い
ま
し

た
。
本
番
の
２
週
間
前
に
、

母
に
聞
か
せ
た
と
こ
ろ
、
２

曲
目
は
ほ
め
て
く
れ
た
の
で

す
が
、
１
曲
目
に
つ
い
て
、

母
は
何
も
コ
メ
ン
ト
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
母
の

顔
は
、「
期
待
は
ず
れ
」
と

い
う
表
情
で
し
た
。
そ
の
母

の
顔
を
み
て
、
私
は
１
曲
目

の
歌
を
急
遽
変
更
し
ま
し
た
。

も
し
も
、
あ
の
時
、
母
に

「
１
曲
目
の
歌
は
出
来
が
良

く
な
い
。」
と
、
は
っ
き
り

言
わ
れ
て
い
れ
ば
、
私
は
意

地
に
な
っ
て
、
本
番
で
歌
っ

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
完
）

次
号
よ
り
新
シ
リ
ー
ズ

「
う
つ
病
に
つ
い
て
」
を
連

載
し
ま
す
。

世世
渡渡
りり
のの
ココ
ツツ

「
気
難
し
い
性
格
」
の
人
と
の
付
き
合
い
方
の
コ
ツ（
２
）

第４回（最終回）

呼吸器内科
医長

原 啓

精神科
部長

亀山 知道
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私
が
仕
事
し
て
い
る
９
階

東
病
棟
は
、
血
液
内
科
と
内

分
泌
代
謝
内
科
の
病
棟
で
す
。

患
者
さ
ま
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
を
抱
え
て
入
院
さ
れ
て

来
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
病

棟
看
護
師
は
、
入
院
中
の
患

者
さ
ま
の
最
も
身
近
な
存
在

と
し
て
、
患
者
さ
ま
が
安
心

し
て
入
院
生
活
を
過
ご
せ
る

よ
う
、
２４
時
間
を
通
し
て
看

護
を
提
供
し
ケ
ア
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
糖
尿
病
の
教
育

入
院
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し

ま
す
。

糖
尿
病
と
は
、
す
い
臓
で

つ
く
ら
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
と

い
う
ホ
ル
モ
ン
が
不
足
し
、

働
き
が
に
ぶ
く
な
っ
て
血
液

中
の
ブ
ド
ウ
糖
濃
度
を
示
す

血
糖
値
が
高
く
な
る
病
気
で

す
。
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
不

足
に
よ
り
、
高
血
糖
状
態
が

慢
性
的
に
持
続
し
ま
す
。

「
健
康
診
断
で
血
糖
値
が
高

い
と
指
摘
さ
れ
た
ま
ま
に
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

糖
尿
病

の
治
療
を
中
断
し
て
い
ま
せ

ん
か
？

忙
し
い
か
ら
時
間

が
で
き
た
ら
病
院
へ
行
こ
う

と
先
延
ば
し
に
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
」

こ
の
よ
う
に

思
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
要
注

意
で
す
。

糖
尿
病
は
、
初
期
の
段
階

で
は
自
覚
症
状
が
強
く
な
い

た
め
、
放
置
さ
れ
が
ち
な
の

で
す
。
症
状
が
あ
ら
わ
れ
た

と
き
に
は
、
病
状
が
進
行
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

血
糖
を
高
い
ま
ま
放
置
し
て

お
く
と
、
血
管
や
神
経
が
傷

つ
け
ら
れ
て
、
眼
、
腎
臓
、

神
経
に
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

他
に
も
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
、

足
の
壊
疽
な
ど
深
刻
な
状
態

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
、
糖
尿
病
専
門
の
外
来

で
診
察
を
、
当
院
で
し
た
ら

内
分
泌
代
謝
内
科
を
受
診
し

て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
糖
尿

病
の
教
育
入
院
を
お
勧
め
し

ま
す
！

糖
尿
病
教
育
入
院
は
、
�

９
日
間
の
標
準
的
糖
尿
病
教

育
入
院
で
は
、「
糖
尿
病
と

は
」「
栄
養
指
導
」「
薬
の
知

識
」「
歯
の
衛
生
」「
運
動
療

法
」「
急
性
合
併
症
」「
慢
性

合
併
症
」「
肝
臓
と
糖
尿

病
」「
生
活
指
導
」「
退
院
指

導
」
な
ど

�
３
日
間
（
週

末
と
平
日
の
２
種
類
）
の
糖

尿
病
短
期
教
育
入
院
で
は
、

「
糖
尿
病
と
は
」「
栄
養
指

導
」「
運
動
療
法
」「
生
活
指

導
」
な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
医
師
、
栄
養
士
、
薬
剤
師
、

歯
科
衛
生
士
、
看
護
師
か
ら

な
る
ス
タ
ッ
フ
で
講
義
、
血

糖
の
自
己
測
定
な
ど
に
つ
い

て
丁
寧
な
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
教
育
入
院
中
に
糖
尿

病
に
つ
い
て
よ
く
理
解
し
て

頂
き
、
血
糖
値
を
適
切
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
の
発
症
や
進
行
を
防

ぐ
こ
と
を
学
び
、
糖
尿
病
と

上
手
に
お
つ
き
合
い
し
て
い

く
こ
と
で
、
元
気
に
楽
し
く
、

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
２５
年
７
月
２７
日（
土
）

午
後
２
時
００
分
か
ら
当
院
の

小
講
堂
に
お
き
ま
し
て
、
東

京
逓
信
病
院
「
公
開
講
座
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
公
開

講
座
は
、
地
域
の
一
般
の
方

を
対
象
と
し
た
講
演
会
で
あ

り
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
当
院

を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
昨
年
度
か
ら
始
め
た
施

策
で
、
今
回
で
２
回
目
に
な

り
ま
す
。

今
回
は
、
女
性
特
有
の
疾

患
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
、

講
演
１
部
で
「
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
と
卵
巣
が
ん
」、

講
演
２
部
で
「
乳
が
ん
の
早

期
発
見
に
つ
い
て
」
と
２
部

構
成
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
各
診

療
科
の
先
生
と
が
ん
看
護
専

門
看
護
師
か
ら
、
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
注
意
点

や
卵
巣
が
ん
、
乳
が
ん
の
治

療
方
法
や
予
防
等
、
一
般
の

方
に
も
理
解
し
や
す
い
内
容

で
、
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
１
部
の
「
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
と
卵
巣
が
ん
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
婦
人
科

の
秦
部
長
か
ら
「
子
宮
頸
が

ん
は
、
２０
代
か
ら
３０
代
の
若

い
女
性
で
、
発
症
率
が
高
い

の
が
特
徴
。
子
宮
頸
が
ん
は
、

初
め
の
う
ち
は
自
覚
症
状
が

な
く
、
発
見
が
早
い
ほ
ど
治

療
の
効
果
が
期
待
で
き
る
の

で
、
発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）

に
感
染
す
る
前
に
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
と
効
果
的
に
予

防
が
で
き
ま
す
。」
と
話
さ

れ
、
ま
た
今
話
題
に
な
っ
て

い
る
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
は
、「
他
の
ワ
ク

チ
ン
に
認
め
ら
れ
る
も
の
と

同
様
で
、
重
篤
な
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
は
、
０
・
０
０
０

１
％
、
末
梢
神
経
障
害
は
、

０
・
０
０
０
０
２
％
、
そ
の

他
、
頭
痛
、
嘔
吐
、
意
識
障

害
が
０
・
０
０
０
０
２
％
と

決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
く
、

接
種
時
の
疼
痛
に
由
来
す
る

Ｃ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
（
複
合
性
局
所
疼

痛
症
候
群
）
の
重
篤
性
が
、

マ
ス
コ
ミ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

な
り
、
厚
生
労
働
省
が
推
奨

を
取
り
下
げ
る
結
果
と
な
り
、

医
療
現
場
の
困
惑
を
招
い
て

い
る
。」
と
提
言
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
卵
巣
が
ん
に
つ

い
て
は
、
４７
・
０
％
は
、
内

科
で
発
見
さ
れ
、
そ
の
う
ち

の
６２
・
５
％
は
、
腹
部
膨
満

感
、
下
腹
部
痛
が
主
訴
で
あ

り
、
卵
巣
が
ん
は
通
称
、Si -

lent
disease

と
い
わ
れ
て

い
る
「
が
ん
」
で
、
定
期
的

な
検
診
を
勧
め
ま
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
２
部
の
「
乳
が
ん
と

早
期
発
見
に
つ
い
て
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
第
一
外
科
の

竹
島
医
師
か
ら
「
乳
が
ん
は
、

女
性
の
が
ん
罹
患
数
で
は
、

胃
が
ん
を
抜
い
て
ト
ッ
プ
に

な
っ
て
お
り
、
ご
く
ま
れ
に

男
性
も
乳
が
ん
に
な
る
こ
と

が
あ
る
。」
と
話
さ
れ
、
手

術
の
実
際
の
写
真
を
見
せ
な

が
ら
「
手
術
の
乳
が
ん
の
治

療
法
と
し
て
は
、
手
術
、
放

射
線
療
法
、
化
学
療
法
、
ホ

ル
モ
ン
療
法
、
分
子
標
的
薬

が
あ
り
、
乳
が
ん
は
、
集
学

的
治
療
を
要
し
ま
す
。
術
後

は
、
１０
年
間
、
定
期
的
に
通

院
し
、
再
発
チ
ェ
ッ
ク
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
自

己
検
診
か
ら
は
じ
め
、
医
療

機
関
で
乳
が
ん
検
診
を
受
け

る
よ
う
に
。」
と
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
が
ん
看

護
専
門
看
護
師
の
矢
野
看
護

師
主
任
か
ら
実
際
の
自
己
検

診
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法
に
つ
い

て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
解

説
を
し
、
乳
房
の
模
型
を
用

い
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に

実
際
に
乳
が
ん
の
「
し
こ

り
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
を
触
っ
て
体
感
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

全
行
程
１
時
間
半
の
講
演

会
で
し
た
が
、
充
実
し
た
内

容
で
、
参
加
者
の
方
か
ら
も

質
問
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
と
て
も
解
り
や
す

く
、
検
診
を
受
け
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。」、「
自
分
の
知

識
が
よ
り
深
ま
り
ま
し
た
」

等
、
多
数
の
温
か
い
ご
意
見

を
い
た
だ
く
な
ど
、
予
定
時

間
を
大
幅
に
超
え
、
有
意
義

な
開
催
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

当院を退職しました

★平成２５年９月３０日付退職

東田 寿子（人間ドックセンター医師）

佐々木拓也（神経内科医師）

竹下 輝（小児科医師）

伊藤 真帆（耳鼻咽喉科医師）

新
任
医
師
紹
介

☆
平
成
２５
年
７
月
１１
日
付
採
用

感染症内科 主任医長
にごりかわ ひろ こ

濁川 博子

感
染
症
内
科
の
濁
川
博
子
と
申
し
ま
す
。

感
染
症
は
全
身
を
診
る
診
療
科
で
す
。
よ
く

お
話
を
伺
い
、
丁
寧
に
診
察
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

診 療 科
内科、内分泌・代謝内科、血液内科、神経内科、感染症内科、消化器内科、循環器内科、腎臓内科、呼吸器内科、精神科、
外科、呼吸器外科、脳神経外科、整形外科、婦人科、小児科、眼科、皮膚科、形成外科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、放
射線科、麻酔科、リハビリテーション科、歯科口腔外科、救急科、病理診断科

外来診療日
●月曜日～金曜日（祝日及び年末年始を除く。）

予約の方法・予約受付の時間帯等
●電話での予約…９：００～１７：００
●電話番号………………０３‐５２１４‐７３８１

時間外（急患）診療
●連絡先…………………０３‐５２１４‐７７６８（救急診療室）

診療受付時間

８：３０～１１：００まで

１２：３０～１６：００まで

８：００～１６：００まで

午前の診療

午後の診療

自動受付機（予約のある方のみ）

窓口

ホームページアドレス http : //www.hospital.japanpost.jp/tokyo/
メールアドレス admin@tth-japanpost.jp

交通のご案内

東京逓信病院のご利用案内 ～全科診療予約制を実施しています～

ナース
ステーション

９階東病棟
看護師長

大田 ひろみ

平
成
２５
年
度

東
京
逓
信
病
院

「
公
開
講
座
」
の
開
催

糖
尿
病
教
育
入
院
を
、

ご
存
知
で
す
か
？

竹島 外科医師

平田 病院長

矢野 がん看護専門看護師

秦 婦人科部長

第１１０号（４）平成２５年１０月１日


